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執
行
委
員
会
の
主
な
議
事
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

●
清
水
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

本
日
の
主
な
議
事
は
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

鳥取県医師連盟発行
　　　発行人　清　水　正　人

〒680－8585　鳥取市戎町317　鳥取県医師会館内
電話（0857）27－5566

医師連盟医師連盟  TOTTOTOTTORRII

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
会

執
行
委
員
会

����������������

����������������

『
新
委
員
長
に
清
水
正
人

『
新
委
員
長
に
清
水
正
人

　
　
　
　
　
鳥
取
県
医
師
会
長
を
選
出
』

　
　
　
　
　
鳥
取
県
医
師
会
長
を
選
出
』

『
か
ま
や
ち

『
か
ま
や
ち  

さ
と
し
先
生（
日
本
医
師
会
副
会
長
）

さ
と
し
先
生（
日
本
医
師
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
薦
を
決
定
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
薦
を
決
定
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鳥
取
県
医
師
連
盟
は
７
月
25
日
、
鳥
取
県
医
師
会
館
に
お

い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
新
た
な
委
員
長
に
清
水
正
人

鳥
取
県
医
師
会
長
を
選
出
し
た
。
議
事
と
し
て
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
を
承
認
し
た
ほ
か
、
４
月
21
日
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
医
師
連
盟
医
政
活
動
研
究
会
」

の
伝
達
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
第
27
回
参
議

院
選
挙
比
例
区
（
全
国
区
）
に
か
ま
や
ち 

さ
と
し
先
生
（
日

本
医
師
会
副
会
長
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

会
並
び
に
医
政
活
動
研
究
会
の

出
席
報
告
等
で
あ
る
。
２
日
前

に
日
医
連
執
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
そ
の
席
で
も
「
か
ま

や
ち 

さ
と
し
」
先
生
は
正
式

に
組
織
内
候
補
と
し
て
決
定
し

て
い
る
が
、
自
民
党
に
逆
風
が

吹
い
て
い
る
。
武
見
敬
三
先
生

の
２
期
目
が
大
変
な
逆
風
の
な

か
、
18
万
票
獲
得
し
て
も
次
点

で
あ
っ
た
。
自
民
党
が
多
数
当

選
し
な
い
と
20
万
票
獲
得
し
て

も
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
松
本
日
医
連
会

長
か
ら
も
、
最
低
30
万
票
の
獲

得
を
目
標
に
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
来
年
７

月
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

自
民
党
に
逆
風
が
吹
い
て
い
る

限
り
は
、
組
織
力
を
挙
げ
て
頑

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
。
先
生
方

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

●
議
事

○�

役
員
人
事

　

今
般
、
鳥
取
県
医
師
会
並
び

に
地
区
医
師
会
に
お
い
て
役
員

改
選
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
連
盟
の
役
員
人
事
に
つ
い
て

別
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。
ま

た
、
入
江
宏
一
先
生
、
長
田
昭

夫
先
生
、
魚
谷 

純
先
生
、
渡

辺 

憲
先
生
（
い
ず
れ
も
委
員

長
経
験
者
）、
藤
井
一
博
先
生

（
参
議
院
議
員
）
を
顧
問
と
し

て
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
た
。

算
の
承
認
、
日
医
連
執
行
委
員清水 委員長

会場
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○�

日
本
医
師
連
盟
執
行
委
員
の

推
薦

　

本
連
盟
か
ら
２
名
選
出
す
る

こ
と
か
ら
、
清
水
委
員
長
、
瀬

川
副
委
員
長
を
推
薦
し
た
。

○�

令
和
５
年
度
事
業
報
告

　

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
報

告
に
つ
い
て
瀬
川
副
委
員
長
か

ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
別
記
の
と
お
り
。

○�

令
和
５
年
度
収
支
決
算
承
認

　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
で

は
、
会
計
責
任
者
の
秋
藤
委
員

か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
宮
﨑
前

会
計
監
督
者
か
ら
適
正
で
あ
る

旨
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
賛
成

鳥取県医師連盟役員・執行委員等名簿
［敬称略］

令和６年７月25日決定
役職名 氏　　　名

委 　 員 　 長 清　水　正　人
副 委 員 長 瀬　川　謙　一
常任執行委員 辻󠄀　田　哲　朗 石　谷　暢　男

安　梅　正　則 藤　瀬　雅　史

執 行 委 員 岡　田　克　夫 秋　藤　洋　一
（東部８名） 尾　﨑　眞　人 松　田　裕　之

池　田　光　之 髙　須　宣　行
後　藤　大　輔 大　竹　　　実

（中部６名） 松　田　　　隆 福　嶋　寛　子
野　口　圭太郎 岡　田　耕一郎
明　島　亮　二 宮　﨑　　　聡

（西部10名） 三　上　真　顯 來　間　美　帆
山　﨑　大　輔 服　岡　泰　司
長　田　郁　夫 仲　村　広　毅
安　達　敏　明 瀧　田　寿　彦
越　智　　　寛 木　下　智　裕

業務委員
（会計責任者） 秋　藤　洋　一

業務委員
（会計責任者職務代行者） 岡　田　克　夫

業務委員
（会計監督者） 尾　﨑　眞　人 服　岡　泰　司

顧　　問 入　江　宏　一 長　田　昭　夫
魚　谷　　　純 渡　辺　　　憲
藤　井　一　博

多
数
で
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

詳
細
は
別
記
の
と
お
り
。

○�

令
和
６
年
度
地
区
連
絡
費

　

令
和
６
年
度
の
地
区
連
絡
費

は
、
令
和
５
年
度
と
同
様
に
負

担
金
納
入
額
の
20
％
を
交
付
す

る
こ
と
と
決
定
し
た
。

○�

自
民
党
員
の
拡
張

　

日
本
医
師
連
盟
か
ら
昨
年
度

に
続
き
自
民
党
員
の
拡
張
に
つ

い
て
要
請
文
が
届
い
た
。
日
本

医
師
連
盟
は
、
去
る
５
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
「
自
民
党
各
種

団
体
協
議
会
懇
談
会
」
に
お
い

て
党
員
数
拡
張
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
党
員
増
加
数
、
増
加
率

の
２
つ
の
部
門
に
お
い
て
ダ
ブ

ル
受
賞
を
果
た
し
た
。
現
在
、

本
連
盟
で
は
２
５
８
名
が
入
党

し
て
い
る
。
対
応
と
し
て
は
、

ま
ず
鳥
取
県
医
師
会
及
び
地
区

医
師
会
の
役
員
、
職
員
に
入
党

を
要
請
す
る
書
面
を
送
付
す

る
。
更
に
新
規
開
業
の
先
生
方

に
入
党
の
お
願
い
文
書
を
送
付

す
る
。
入
党
に
あ
た
っ
て
は
、

活
動
の
義
務
は
一
切
な
く
、
ま

た
党
費
に
つ
い
て
先
生
方
の
負

担
を
求
め
な
い
。
多
数
の
入
党

を
お
願
い
す
る
。

瀬川 副委員長

会計報告
秋藤 先生

監査報告
宮﨑 先生

会場
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自　令和５年４月１日　　　
至　令和６年７月25日現在　

［敬称略］

１．鳥取県医師連盟関係
■執行委員会
＜第１回＞
日　時　令和５年７月27日
場　所　ホテルニューオータニ鳥取
議　事　①令和４年度事業報告について
　　　　②令和４年度収支決算承認について
　　　　③令和５年度地区連絡費について
　　　　④日本医師連盟医政活動研究会伝達
　　　　⑤ 国会報告（石破  茂代議士、藤井一博

参議院議員）

■常任執行委員会（拡大：理事会後）
＜第１回＞
日　時　令和５年５月18日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①令和５年度負担金の徴収について
　　　　②日本医師連盟医政活動研究会について
　　　　③医師連盟執行委員会の開催について
　　　　④赤澤りょうせい君を励ます会について

＜第２回＞
日　時　令和５年７月20日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①自民党員の拡張について
　　　　② 医師連盟執行委員会、国会報告会の運

営について

＜第３回＞
日　時　令和５年８月24日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①自民党員の獲得状況について
　　　　② 第27回参議院比例代表選挙における候

補者公募スケジュールについて

＜第４回＞
日　時　令和５年10月19日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①自民党員の獲得結果について（258名）
　　　　②日医連執行委員会の出席報告
　　　　③ 「秋の経済対策、診療報酬改定に向け

てのお願いの件

＜第５回＞
日　時　令和６年１月11日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　① 第27回参議院議員比例代表選挙におけ

る日医連推薦候補者について
　　　　　 （鳥取県医師連盟としてかまやち さ

とし先生を推薦することに決定）

＜第６回＞
日　時　令和６年２月15日
場　所　鳥取県医師会館
議　事　①日本医師連盟執行委員会の出席報告
　　　　② 第27回参議院議員比例代表選挙におけ

る日本医師連盟推薦候補者の決定につ
いて（かまやち さとし先生に決定）

　　　　③ 第27回参議院議員比例代表選挙におけ
る候補者の推薦について（かまやち 
さとし先生を推薦することを決定）

２．日本医師連盟関係
■日医連執行委員会
＜第１回＞
日　時　令和５年10月17日
場　所　日本医師会館
出席者　渡辺委員長、事務局随行：岡本、谷口
講　演　① 「医政活動の重要性」日本医師連盟　

松本吉郎委員長
　　　　② 「社会保障を知る・考える」田村憲久

衆議院議員（元厚生労働大臣）
　　　　 都道府県医師連盟からの活動報告：福岡

県、群馬県、熊本県、鹿児島県、東京都
　　　　意見交換

＜第２回＞
日　時　令和６年１月30日
場　所　日本医師会館
出席者　渡辺委員長、事務局随行：岡本、谷口
議　事　① 令和４年度日本医師連盟収支決算報告

（承認）

令和５年度鳥取県医師連盟の事業概要

４頁へ続く
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　　　　② 令和６年度日本医師連盟の負担金基準
額（Ａ１会員２万円）

　　　　③ 次期参議院議員選挙（かまやち さとし
先生を組織内候補とすることに決定）

新年会　 例年は、新年祝賀会を開催していたが、
１月１日発生した能登半島地震の被害に
鑑み、国会議員への案内を取りやめ、名
称を「災害対策支援の会」とされた。

■日医連医政活動研究会
日　時　令和５年５月28日
場　所　サピアタワー（東京駅）
出席者　 渡辺委員長、小林副委員長、事務局随

行：岡本、谷口
講　演　① 「医政活動の重要性」日本医師連盟　

松本吉郎委員長
　　　　② 「社会保障を知る・考える」田村憲久

衆議院議員（元厚生労働大臣）
　　　　 都道府県医師連盟からの活動報告：福岡

県、群馬県、熊本県、鹿児島県、東京都
　　　　意見交換

■日医連自民党員獲得説明会
 （中国四国ブロック会議）
日　時　令和５年８月７日
場　所　ｗｅｂ会議
出席者　 岡本局長、谷口参与、高岸主任、鈴木主

事
議　事　① 党員獲得、過去から現状（１割増の獲

得、10月に獲得状況調査予定）
　　　　②意見交換、質疑

■自民党議員連盟「国民医療を守る議員の会」
日　時　令和５年12月５日
場　所　参議院議員会館　講堂
出席者　渡辺委員長、事務局随行：岡本
　　　　※ 鳥取県選出の自民党国会議員５名に出

席要請を行った。
議　事　「診療報酬改定に向けて」

３．選挙関係
■鳥取県知事選挙（令和５年４月９日投票）
 　投票率　48.85％　（敬称略）

平井伸治（現職） 200,442 当選（５期目）
県医推薦

福住英行 17,822 日本共産党
鳥取県常任委員

４．参議院選挙対策
※特記事項なし

５．その他
○ 広 報 活 動 と し て リ ー フ レ ッ ト「 医 師 連 盟

TOTTORI」の発行
　１回（第42号：令和５年８月25日）発行した。

〇「骨太の方針2023」集約にあたって国会議員へ
の働きかけ

　　日医連から令和５年５月25日付け、都道府県
医師連盟あてに「骨太の方針2023」集約にあ
たって自民党政調全体会議が開催（５月26日、
29日）されるので、地元選出の自民党国会議員
への働きかけをお願いしたいとの要請があっ
た。５人の国会議員へ書面（ＦＡＸ）、電話で
要請した。

〇自民党員の拡張について
　　年末の予算編成に向けて自民党員の獲得の要

請が日医連からあり、８月２日、未入党の開業
医会員あて入党の要請を行うとともに、各地区
医師連盟役員、事務局職員の入党の要請を行っ
た。新規獲得52名（医師27名、事務局職員25名）、
既入党者と合わせて医師連盟支部の党員は258
名となった。内訳は前年215名、死亡９名、新
規52名。

〇秋の経済対策、診療報酬改定に向けて
　　秋の経済対策、年末の予算編成に向けて令和

５年10月、日医、日医連から地元選出の国会議
員へ働きかけをするよう要請があり、説明資料
を送付するとともに、渡辺委員長が直接国会議
員へ架電し、理解いただくとともに支援の要請
をおこなった。

〇自民党政調全体会議
　　令和６年度予算編成にむけて令和５年12月１

日に開催された。開催にあたり日医連からの要
請に基づき、鳥取県選出の５人の国会議員へ会
議の出席と診療報酬改定に関する発言をしてい
ただくよう11月27日付けで要請の書面を送付し
た。

 ［以上］

３頁より
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こ
の
中
で

鳥
取
県
医
師

連
盟
か
ら
は
、

清
水
委
員
長

が
常
任
執
行

委
員
に
、
渡

辺
顧
問
が
会

計
監
督
者
に

就
任
し
た
。

　
　
　
　
　
日
医
連
執
行
委
員
会

　
　
　
　
　
日
医
連
執
行
委
員
会

『
清
水
正
人
委
員
長
が
常
任
執
行
委
員
に
、

『
清
水
正
人
委
員
長
が
常
任
執
行
委
員
に
、

　
　
渡
辺
憲
顧
問
が
会
計
監
督
者
に
就
任
』

　
　
渡
辺
憲
顧
問
が
会
計
監
督
者
に
就
任
』

�������

�������

　

日
本
医
師
連
盟
は
７
月
９
日
、
日
本
医
師
会
館
に
お
い
て
執

行
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
に
松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
長
を

選
出
し
た
ほ
か
、
役
員
人
事
を
決
定
し
た
。
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４
月
21
日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
、
清
水
委
員
長
、
渡
辺
顧
問

が
出
席
し
た
。
清
水
委
員
長

か
ら
会
議
報
告
書
、
日
医
連

ニ
ュ
ー
ス
を
も
と
に
説
明
、
伝

達
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
茂
松

茂
人
日
医
連
副
委
員
長
の
司
会

で
開
会
。
松
本
吉
郎
委
員
長
、

羽
生
田
俊
参
議
院
議
員
、
自
見

は
な
こ
参
議
院
議
員
か
ら
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
講
演
３
題
、
意

見
交
換
、
須
藤
英
仁
副
委
員
長

の
掛
声
の
下
「
ガ
ン
バ
ロ
ー

コ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
た
。

１　

挨　

拶
（
要
旨
）

○
日
医
連　

松
本
吉
郎
委
員
長

　

本
日
は
日
曜
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
数
参
加
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
る
。
本
日
の
議
論
を
必

ず
地
元
へ
持
ち
帰
り
、
各
都
道

府
県
内
で
情
報
の
共
有
等
を
図

る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

ま
ず
、
１
月
１
日
夕
刻
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い

て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。ま
た
、

愛
媛
県
を
中
心
に
４
月
17
日
深

夜
に
発
生
し
た
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
も
併
せ
て
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
。

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
中
で

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
２
０

２
４
」
の
策
定
は
、
各
省
庁
の

利
害
を
超
え
て
官
邸
主
導
で
改

革
を
進
め
る
た
め
の
基
本
方
針

が
決
定
さ
れ
る
大
変
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
自
民
党
国
会
議
員

と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た

だ
き
、
日
本
医
師
会
の
主
張
を

会
議
等
の
場
で
し
っ
か
り
と
発

言
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
年
、
自
民
党
の
医
療
会
支

部
党
員
数
の
拡
張
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
各
都
道
府
県
に
多

大
な
る
協
力
を
い
た
だ
き
、
新

規
に
２
千
名
を
超
え
る
支
部
党

員
が
加
入
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
全
国
一
丸
と
な
っ

た
更
な
る
医
政
活
動
の
展
開
に

つ
い
て
取
組
む
た
め
、
よ
り
一

層
の
力
添
え
を
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

○
羽
生
田
俊
参
議
院
議
員

　

ま
ず
、
政
治
資
金
問
題
に
関

し
、
皆
様
方
に
自
由
民
主
党
と

し
て
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。

　

本
日
は
私
と
同
じ
群
馬
県
出

身
で
あ
る
釜
萢
敏
先
生
の
ご
支

援
を
賜
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
。
釜
萢
先
生
は
、
国
会
議
員

の
中
に
高
校
時
代
の
同
窓
生
が

多
く
お
り
、
こ
れ
か
ら
非
常
に

頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
る
。
私

の
任
期
は
、
来
年
の
７
月
ま
で

で
は
あ
る
が
、
今
後
、
皆
様
に

は
釜
萢
敏
先
生
を
覚
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

○
自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

　

日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
全
国
各
地
か
ら
お

越
し
の
皆
様
に
本
会
で
お
目
に

か
か
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。
昨
年
の
９
月
13
日
に
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
を
拝
命
し
た

が
、
非
常
に
多
岐
に
渡
る
事
業

を
担
当
し
て
い
る
。そ
の
中
で
、

石
破
し
げ
る
大
臣
が
初
代
担
当

を
務
め
た
「
地
方
創
生
」
に
お

い
て
は
、
医
師
会
の
先
生
方
に

親
和
性
の
強
い
予
算
を
持
っ
て

い
る
。
必
要
・
要
望
に
応
じ
て

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
最
も
重

要
な
の
が
、
安
心
し
て
医
療
・

介
護
・
福
祉
が
受
け
ら
れ
る
地

域
の
構
築
で
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

本
日
は
釜
萢
敏
先
生
の
決
意

表
明
の
場
で
あ
り
、
私
ど
も
も

全
力
で
応
援
す
る
。

２　

講　

演

（
１
）�「
医
系
議
員
の
医
政
活

動
に
つ
い
て
」

�

　

古
川
俊
治
参
議
院
議
員

　

本
日
は
地
方
議
員
と
し
て
17

年
間
過
ご
し
て
き
た
中
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
べ
き
か
を

私
の
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
皆

様
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
医
療
系
議
員
の
中
で
も
与

党
議
員
と
し
て
の
役
割
は
、
第

一
に
職
域
団
体
を
代
表
し
て
意

見
表
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現

場
の
制
度
運
用
と
問
題
点
に
精

通
し
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
選
挙
区
選
出
の
医
系

議
員
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
自
身
の
職

域
の
利
権
の
み
を
主
張
す
る
だ

け
で
は
味
方
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
、
全
体
の
方
針
や
党
と
し

て
の
考
え
方
に
お
い
て
整
合
性

を
持
ち
な
が
ら
、
個
別
の
修
正

を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
選

挙
区
選
出
の
医
系
議
員
と
し
て

は
都
道
府
県
医
師
会
の
先
生
方

と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
る
た

め
、
政
策
範
囲
が
広
く
味
方
を

増
や
し
や
す
い
。
一
方
で
、
経

験
や
立
場
、
地
域
の
差
に
よ
り

必
ず
し
も
職
域
団
体
と
は
意
見

が
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。
職

域
選
出
議
員
、
選
挙
区
選
出
議

員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
連
携

し
て
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
医
系
議
員

に
必
要
な
資
質
と
し
て
、
デ
ー

タ
や
数
的
根
拠
に
基
づ
い
た
説

得
力
の
あ
る
主
張
が
行
え
る

か
、
国
民
全
体
の
医
療
に
必
要

と
い
う
観
点
か
ら
発
言
を
し
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
。

　

社
会
保
障
費
の
財
源
に
関
す

る
議
論
の
過
程
に
お
い
て
、
改

定
率
が
決
定
と
な
る
予
算
編
成

の
時
期
に
は
、
医
系
議
員
か
ら

地
域
の
議
員
に
対
し
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
が
大
き
な
役
割
で

あ
り
、
重
要
で
あ
る
。

  
日
本
医
師
連
盟

  
医
政
活
動
研
究
会
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（
２
）�「
医
政
活
動
の
重
要
性

―
医
療
政
策
実
現
の
た

め
に
―
」

�

　

釜
萢
敏
常
任
執
行
委
員

　

平
成
26
年
に
日
本
医
師
会
の

常
任
理
事
と
し
て
就
任
し
て
か

ら
医
師
連
盟
の
担
当
も
行
っ
て

き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す

る
中
で
、
日
本
医
師
会
及
び
日

本
医
師
連
盟
の
医
政
活
動
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
、
こ
の
度
の

決
心
に
繋
が
っ
た
。

　

診
療
報
酬
の
改
定
に
お
け
る

医
師
連
盟
の
活
動
が
い
か
に
重

要
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
る
と

松
本
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
各
地
域
代
表
の
国
会
議

員
が
力
強
い
発
言
を
し
た
こ
と

で
診
療
報
酬
の
改
定
が
上
乗
せ

さ
れ
た
結
果
に
繋
が
っ
た
。
各

地
域
の
国
会
議
員
が
果
た
し
た

役
割
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ

と
が
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の

連
携
の
中
で
生
ま
れ
た
力
を
結

集
し
て
い
く
に
は
、
日
本
医
師

連
盟
の
組
織
内
候
補
が
日
頃
か

ら
多
く
の
国
会
議
員
の
信
頼
を

得
て
、
人
間
関
係
を
構
築
し
、

意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
活
動

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
る
。

　

医
療
を
取
り
巻
く
諸
問
題
は

数
多
く
あ
り
、
医
療
現
場
の
意

見
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
よ
り
良
い
医
療
の
実

現
の
た
め
に
は
、
国
政
に
意
見

を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
組
織
力

の
強
化
が
必
須
で
あ
る
。
多
く

の
医
師
の
参
画
を
経
て
、
医
師

会
が
医
師
の
意
見
を
反
映
す
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
く
。
組
織
率
を
高
め
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
医
師
会
・
医
師

連
盟
の
要
望
活
動
が
医
師
全
体

の
要
望
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら

れ
る
。
先
生
方
に
お
い
て
は
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
３
）�「
政
治
活
動
と
選
挙
運

動
」

�

　

橋
爪
雄
彦
弁
護
士

　

選
挙
違
反
に
な
る
か
ど
う
か

の
判
断
に
お
い
て
、
選
挙
運
動

で
あ
る
か
一
般
の
政
治
活
動
か

の
仕
分
け
が
き
ち
ん
と
整
理
で

き
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
選
挙
運
動
と
は
「
特
定
の

選
挙
」
に
お
い
て
、「
特
定
の

候
補
者
等
」
の
た
め
に
、
当
選

依
頼
を
な
す
こ
と
と
い
う
要
件

が
揃
っ
て
い
る
場
合
を
指
す
。

　

選
挙
期
間
外
は
い
わ
ゆ
る
一

般
の
政
治
活
動
が
で
き
る
。
本

会
の
よ
う
な
研
究
会
や
広
報
活

動
等
の
連
盟
活
動
、
も
う
ひ
と

つ
は
後
援
会
活
動
で
あ
る
。
ま

た
、
候
補
者
の
周
知
を
図
る
に

あ
た
り
、
投
票
者
に
顔
と
名
前

を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
名
前
を
書
い
て
も

ら
う
こ
と
に
特
化
し
て
し
ま

う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
選
挙

活
動
違
反
が
起
き
て
し
ま
う
事

例
が
多
く
あ
る
た
め
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
選
挙

運
動
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
を
使

用
し
た
呼
び
か
け
等
が
で
き
る

の
は
政
党
お
よ
び
候
補
者
の
み

で
あ
る
。
選
挙
運
動
用
の
電
子

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
た
め
に

は
、
受
信
許
可
の
意
思
確
認
が

必
要
で
あ
る
が
、
選
挙
運
動
が

始
ま
る
と
、
こ
の
意
思
確
認
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
今

現
在
の
選
挙
期
間
外
中
に
準
備

す
べ
き
で
あ
る
。
先
生
方
に
お

い
て
は
今
後
の
選
挙
運
動
を
明

る
く
一
生
懸
命
行
い
、
気
を
付

け
る
べ
き
こ
と
に
注
意
し
な
が

ら
選
挙
活
動
に
徹
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

３　

意
見
交
換

・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
選
挙
活

動
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
と
こ
ろ
警
察
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
に
つ
い
て
警
告
さ
れ
た
事

例
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
日
本
医
師
連
盟

に
報
告
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
検
討
し
た
上
で
、
正
し

い
選
挙
活
動
の
方
法
に
つ
い

て
お
伝
え
で
き
る
と
考
え
る
。

・ 

各
都
道
府
県
で
講
演
等
依

頼
を
す
る
際
に
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
早
め
に
作
成
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

・ 

放
射
線
技
師
連
盟
や
臨
床
検

査
技
師
連
盟
等
、
他
の
医
療

関
係
団
体
と
連
携
す
べ
き
で

あ
る
。

・ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
も
特
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
か

ら
喜
び
の
言
葉
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
た
事
例
が
あ
る
た
め
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・ 

職
員
に
投
票
証
明
書
を
取
る

よ
う
依
頼
し
た
こ
と
が
あ

り
、
非
常
に
有
効
的
で
あ
っ

た
た
め
、
各
地
区
で
進
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
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令和５年度鳥取県医師連盟収支決算報告書
【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 収入額 摘　　　　　　要

１．会　　　　費
（37.41%）

10,932,500

１．会　　　　費 10,932,500

２．特 別 会 費 0  

２．寄　 付 　金
（7.29%）

2,130,000
交付金　2,130,000円（日医連負担金の30％バック）

１．日医連寄付金 2,130,000

３．その他の収入
（0.00%）

153

１．雑　　　　入 153 普通預金利息

４．繰　 越 　金
（55.30%）

16,159,659

１．繰 　 越 　 金 16,159,659 前年度繰越金

収　入　合　計 29,222,312

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：円）

款 項 支出額 摘　　　　　　要

１．事　 務 　費
（0.90%）

101,055

１．一 般 事 務 費 101,055 消耗品、口座振込手数料、送料他

２．組 織 活 動 費
（10.04%）

1,125,118

１．旅　　　　費 358,820

２．会　 議 　費 277,478

３．懇 談 会 費 246,000

４．負　 担 　金 60,000 国民政治協会費

５．広　 報 　費 182,820 医師連盟TOTTORI発行費（１回）

３．選 挙 関 係 費
（0.00%）

0

１．寄　 付 　金 0 　

４．寄 付 交 付 金
（89.06%）

9,985,410

１．日医連負担金 7,100,000 ＠20,000円×355人

令和５年度地区連絡費

＠2,700円×258人

２．地 区 連 絡 費 2,188,810

３．支 部 交 付 金 696,600

５．その他の経費 0

（0%） １．予　 備　 費 0

支　出　合　計 11,211,583

収支差引残額　18,011,729 円 は令和６年度へ繰越


